計画書
　　　　　　　　　　　年　　月　　日
部署：
メンバー：
1、演題（仮でもよい）
(仮)正常発達段階の幼児期における吸入場面でのプレパレーション
2、取り組みについての説明
（１）動機・研究の背景
　小児科外来で実施している検査・処置の中に吸入がある。吸入療法は、自覚症状を緩和するために大切な処置である。しかし、乳幼児期の患児は吸入施行時に泣く、あばれるなど吸入に対し拒否的な行動がみられ吸入の効果を十分に得られない場合がある。伊藤らは、「吸入を嫌がる幼児に対して遊びを取り入れることは有効であった。おもちゃや音楽を使うことは吸入の経験の有無にかかわらず有効であった。」1)と述べており、近年小児看護において子どもの意思を尊重したケアの一つとしてプレパレーションが注目され、実践されている。プレパレーションとは、「医療を受けるとき、理由よりも何が起こるかを子どもがわかる方法で説明し、子どもが感じる様々な不安や恐怖感を予防したり緩和したりすることによって子どもが潜在的にもっている対処能力を引き出し、子どもが頑張ったと実感できるように関わり、子どもの自己肯定感を高め、健全な心の発達を支援する」2)ことである。
また、村田らは「小児科領域において処置や手術のインフォームドコンセントにプレパレーションが実施されその有効性が評価されている。」3)と述べている。
Ａ病院においても昨年から、吸入を嫌がる患児に対し、吸入の口に飾り（イラスト）を付ける、吸入後にスタンプカードを押すなど遊びを取り入れ、吸入を楽しくおこなう工夫を実践してきた。しかし、これらをおこなっても吸入に拒否的な行動をとる患児がみられることがある。有効性が評価されるプレパレーションは、第１段階：子どもと子どもを取り巻く状況のアセスメント、第2段階：子どもと仲良くなることプレパレーションの計画、第3段階：プレパレーションの実施、第４段階：ディストラクション（気晴らし）第５段階：実施したプレパレーションの適切性の評価とその後のフォローといった段階をふんで行われる。これまで、Ａ病院で実践されてきた吸入場面でのプレパレーションは、５段階別でみると、第３段階における口頭による説明のみであり、幼児は理解できないのではないかと思われる。そこで、言葉での理解が難しい幼児を対象に布絵本を用い言葉と視覚的視点からアプローチを行うプレパレーションの効果を評価することを目的とする。
（2）目的
・『プレパレーションのステップ』の第３段階の説明を充実させるため、布絵本を作成し吸入を実施する患児と家族に医療処置としての吸入が実施できたかどうか評価する。
・言葉での理解が難しい幼児を対象に布絵本を用い言葉と視覚的視点からアプローチを行うプレパレーションの効果を明らかにする
キーワード
　（プレパレーション・吸入療法・小児看護）
（3）倫理的配慮
　対象者（患児・家族）に研究の目的、方法とデータの厳重管理、研究参加については断っても、途中辞退しても不利益がないことを口頭で説明し同意を得た。
3、取り組み方法
（１）研究方法（問題に対応した研究方法）
①研究対象者（対象者の選択と理由）
吸入を行う患児とその家族　　　（予定：５名程度）
②研究期間
2010年4~10月
③データー収集方法・手段
　・スコア表を使用し、プレパレーションを実施した看護師が吸入後に吸入場面の患児の情緒・言語・行動を評価する。
　・吸入中の看護師の声かけや行動、患児の反応・態度など印象的な場面を記録する。
・吸入後患児の付き添い者にプレパレーションについてアンケート調査を行う。

④データーの分析方法
・結果を患児ごとに分類し評価を行う。
・付き添い者にアンケートを、おこないプレパレーションの感想をアンケート調査する。
　・吸入のプレパレーションに参加した患児の評価を点数化する。
　・吸入プレパレーション中の患児の特徴的なことを看護師が参加観察し記録に残す。

（２）研究全体のタイムテーブル

4～７月：計画書作成
6～８月：吸入のプレパレーション用の絵本の作成

インタビュー内容検討

８～９月：インタビュー調査

９～10月：プレパレーション実施後の評価を行う。
10月：まとめ

12月：抄録提出

２月：発表
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